
   

委）：委員、コ）：コーディネーター、審）：審議員、市）：説明担当者 

行方市 100人委員会「第３分科会」議事メモ 

議論した基本目標 全市民が情報発信源となり、情報発信日本一の市を目指す 

コーディネーター 前田 真（北海道清水町） 

審議員 中田 華寿子（構想日本）、田中 俊 

説明担当者（自治体） 事業推進課、政策秘書課、総務課 

日時 2021 年５月 30 日（日）16 時 40 分から 17 時 50 分 

その他 参加者数 会場５名 オンライン：４名 欠席者数 16 名 

 

 

総括 

コーディネーター総括 

 情報発信の媒体がいっぱいある中で、なめテレを中心に伝わりやすい情報発信を目指

す。シティプロモーションでも行方の魅力をあげるため、知名度を上げるためにいろ

いろやっている。 

 緊急時の災害情報を迅速に伝えるための手段を考えている、SNS、なめテレを使えない

人にも、人伝いに連絡する手段も確保しておくんだ。 

 シティプロモーションと防災は同じ情報発信という括りで議論するのは難しい。ター

ゲットを決め、何を伝えるのか、決めてからどうやってするのか 

 農業・産業の活性化で働く場の確保をすることでも情報発信が必要だといい、情報発

信の手法がたくさんあり、全国的にも進んでいるはずなのに情報発信について満足度

が低いのはなぜかを考える 

 

協議の流れ（摘録） 

 

協議しているテーマ①「どのように情報を伝えるか」 

 

コ）情報発信についてはこれまでの議論でもかかわってきた、広く関わってくるテーマ。

行方市に行ったときには素晴らしいものがあるなあと思った反面、利用者としては面白

くない、同じものが流れているなどいろんな話を聞いた。 

市）事業推進課から。 

基本目標実現シートの読み合わせ部分は割愛。 

市）政策秘書課から。 

基本目標実現シートの読み合わせ部分は割愛。 

シティプロモーションの方法は多岐にわたる。認知度の増加、交流人口の増加を目指す。
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シビックプライド（郷土愛）、スタッフプライド（企業愛など）、関係人口を増やす。認

知度は一朝一夕に進まないので、じっくり進めるしかないことが課題。シティプロモー

ション指針があり、簡単に表現すると「知ってもらう、来てもらう、消費してもらう、

経済を活性化してもらう」 

市）総務課。シートの説明。 

  災害時のレベルが設定された。レベル３から高齢者等避難が含まれるようになった。 

  ハザードマップなども作っている。 

コ）事業推進課・総務課のシートは「どのように情報を伝えるか」がポイント。情報を入

手しにくい「情報弱者（障碍者など）」は防災時にポイントになる 

委）北浦湖畔まで 10 秒くらい。過去に床下浸水を経験した。決壊を管理していない。深い

溝ができて、水が溜まっている。北浦は国交省の管理で、まさか床下浸水するとは。防

災というあり方は誰のためにあるのか。防災の意味・意義を考えているのか。 

コ）伝わりやすい情報伝達、情報弱者にも伝わる情報伝達について意見はあるか。 

委）高齢者の場合、SNS が分かりにくい、防災情報の入手できる？「全市民が情報発信源

となり」とあるが、若い人ならともかく、高齢者は難しいのでは。 

市）事業推進課から。高齢者の SNS 利用については、使えない方向けの対応は「なめテレ」

「メールマガジン」「防災無線」でいけるように。テレビをつければ防災が分かることを

目指している。 

コ）行政の考える緊急時や防災の情報発信手段は、防災無線となめテレ？ 

市）総務課から。人と人との情報発信。互いに危険を報告しあうということが大事。台風

情報などを、危険が迫ってから調べる、ではなく危険が迫る前に情報を知ってもらう。

予め備えておく、というのが国の定め。人伝いのコミュニケーションも大事。 

 

審）情報発信について、庁内の中でどういう整理に？事業推進課・総務課だけでなく農業

など、どんな体制になっているか。 

市）様々な人がいるが情報発信する機会は少ない。市民の活動、団体の活動、情報提供も

らったものをなめテレに活用。高齢者等の情報発信が難しいことはわかっているので、

若い人から SNS などで行方市を知ってもらうなどを考えている。 

審）なめテレだけでなく、様々な発信媒体がある。どれを使えば、どういうスピードで、

誰に届くか。情報発信をしたいのは事業推進課や総務課だけではない。例えば、ワクチ

ンの接種なら健康づくりの課が、高齢者に向けてどの媒体を使うか。情報発信の全体像

として、何をどう発信して、どれを使っていくか、市の考えは？ 

市）政策秘書課から。広報担当として、広報戦略の基本方針「HP」「メールマガジン」「SNS」

「ラジオ」「なめテレ」など使う。防災なら茨城放送など、避難所の開設などは優先的に

放送してもらっている。災害に関わらず、HP・メルマガは各課が発信できるよう連携を

取りながらやっている。情報発信はそろっている。最近 SNS も始めていて、避難所の開

設・道路の封鎖などは投稿。SNS なら拡散されて、高齢者自身が使ってなくても近隣の
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方が抑えてくれることも期待できる。 

コ）緊急度が高いのは総務課（防災）。振り返れば、なめテレは娯楽中心のように勘違いさ

れているが、防災情報をテレビの L 字型画面で入手できるように作った。ただし、それ

ではつまらないから地域情報を流し始めて、地域の活性化につながるように工夫し始め

た。ほとんどのまちにエリア放送をしているところはない。 

 情報発信では全国有数。活用方法で悩んでいるのが事業推進課・総務課だと整理。 

 

協議しているテーマ②「行方に興味をもってもらう」 

コ）「行方に興味をもってもらう」。情報発信をしたら行方にどんないいことがあるのか。 

  ①行方に興味をもってもらう 

  ②地域経済の活性化 

  ③関係人口の増加 

審）情報発信「日本一」を目指す。行政の手順が「How」に寄っているが、「作戦」がいる

のでは？ 

  誰に・どんな情報を・どうやって 

  （Who）（What）   （How） 

シティプロモーションは市外の方、防災は市内。ターゲットが誰なのか、何を求めてい

るのか、ここまできてから「どうやって」を考えるべきでは。何を求められているのか

を考えた方がよいのでは。 

コ）情報発信はどの市も悩む。防災は命に係わるから、市内向けの発信は最優先。市外に

対して魅力発信も必要。庁舎全体では情報発信戦略はどうなっている？シティプロモー

ションは統一された方法がある？ 

市）政策秘書課から。シティプロモーションの情報発信はマニュアルみたいなものがある。

報道機関やメディアにどのような順番でリリースするか、効率的な方法など。具体的方

針が書いてある。2018 年のシティプロモーション指針に 3 本の柱と、16 の具体的方策、

74 の具体的施策を掲げていて、庁内で共有。アイデアはガイドラインで共有。ターゲッ

トエリア・年齢層などは一定の調査結果を持っており、設定されている。 

コ）農業を盛り上げる、働く場を確保するでも、情報発信が大事だという。HP がある、SNS

もある、広報もある、なめテレもあるのに、みんな情報発信が弱いという。その理由は？

この理由を見つけられないと 5 年後も同じ状態だと思う。 

この問いかけでもって本日は終了としたい。主担当である事業推進課・政策秘書課に

はよく考えてほしい。 

市）政策秘書課から。ターゲットなどは考えながらやっているつもりだが、うまくいって

いないという現状は受け止めて、反省しないといけない。正解を探しながらやっている

のが実態。 

市）事業推進課から。手段の一つとしてなめテレ。わかりやすいのはなめテレかなと。本
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来の目的は防災情報を補完する役割。どうやったらテレビで見られるのか、緊急時はな

めテレを見てもらう機会を増やせるように、普及啓発したい。 

委）なめテレ、正直見たことない。エリア放送は防災情報で、役所でやっていると聞いて 

コ）2020 年度情報発信の副班長だった委員がいる。3 回目の議論だが、どのように感じた 

か。 

委）ZOOM になってふわっとした議論になったかなと。みんな興味があって良くしたいと

いう方向で来てくれている。 

コ）現場で会った時には盛り上がった。最後にまとめて終了（総括参照）。 

 

審）今回の議論はほかの議論と繋がっている。サテライトオフィスやテレワークなど、首

都圏の人向け。農業の人とターゲットは一緒だろうか？同じなら一緒に考えるべきだし、

別々ならそれぞれの方策。内容の解像度を上げることが大事。 

 市民も一体となった情報発信とは何か。 

最初の議論で出ていた白魚とサツマイモのかき揚げがおいしいんじゃない？という情報

はヒントになるかも。市民が作ったものを、市民が発信するなど。 

審）情報発信「日本一」を目指す、情報発信はラブレター。相手に行動変容を促すために

は、相手のことを考えてどのように渡すのか、相手は今どんなことに困っているのか、

どんなことを知りたいのかを考えないといけない。ここは市民から意見をもらえたらよ

いのではないか 

 

 

ホワイドボードの写真（コーディネーターが議論をまとめた資料含む） 
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